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内容構成 
はじめに／図・表・写真リスト 
第１部 持続可能な開発のための教育（ESD） 
  １． 国連持続可能な開発のための教育の１０年（DESD）－DESD 誕生の背景、国際実施計画および今後の展開 

 ＜佐藤真久、阿部治＞ 
  ２． DESD 国際実施計画と、日本の取組み ＜佐藤真久、中山修一＞ 
  ３． ESD 推進に向けた多様な主体の連携－国際的な開発と教育の枠組みにおける RCE (ESD に関する地域の拠点) 

＜望月要子＞ 

  ４． アジア太平洋地域における ESD ＜Lawrence Surendra＞ 
第２部 地域づくり拠点としての公民館と CLC（コミュニティ・ラーニング・センター）  
  ５． 成人の学習/教育の推進における公民館や CLC の役割 ＜笹井宏益＞ 
  ６． アジア太平洋地域における CLC ＜大安喜一、Darunee Riewpituk＞ 
  ７． 公民館と CLC の交流－ESD の枠組みにおける経験と今後の展開 ＜柴尾智子＞ 
第３部 岡山における公民館を拠点とした ESD の推進  

８． 岡山市における公民館の発展 ＜田中純子＞ 
９． RCE 岡山における ESD の推進 ＜内藤元久＞ 
１０．RCE 岡山における公民館を拠点とした ESD の推進 ＜原明子、内田光俊＞ 
１１．京山公民館を拠点とした ESD の推進 ＜池田満之、小西美紀＞ 
１２．地域の NGO と ESD－ESD と公民館・CLC に関する国際会議 ＜山本秀樹、青山勳、橋本徹泱＞ 
１３．岡山大学ユネスコチェアによる ESD の実践と公民館との協働 ＜阿部宏史、小西美紀＞ 
１４．公民館・CLC を活用した国際協力－チャワマ・ザンビアにおける事例 ＜Oberson Shumba、山本秀樹＞ 

第４部 
  １５．ESD と公民館・CLC－教訓と今後に向けた提言 ＜阿部宏史＞ 
著者略歴 

 

持続可能な社会の実現にむけて、教育や学びは最も重要な要素の

一つである。国連は 2005 年～2014 年を「持続可能な開発のための

教育（ESD）の 10 年」と定めており、ユネスコを推進機関として、

世界中で ESD が推進されている。岡山市域は、2005 年当初から、

国連大学より「ESD に関する地域の拠点（RCE）」に認定されてお

り、学校、大学、公民館、NGO／NPO、企業、行政などが連携しな

がら ESD を実践している。公民館を拠点とした ESD の推進は岡山

市域の特徴の一つである。 
本書は、研究者、ユネスコ関係者、行政関係者、実践者等が、地

域・国・国際レベル等、様々な視点から公民館・CLC を拠点とする

ESD の推進について包括的に解説した、英語版書籍である。   

2014 年 10 月には、「ESD に関するユネスコ世界会議」のステー

クホルダー会議の一環として、岡山市は「公民館・CLC 会議」を開

催する。ESD 推進において公民館・CLC が果たす役割や、実践方

法、今後の可能性について考える上で、基本書となる一冊。 
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